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使用済燃料ピットへの注水・放水設備による流量設定の考え方および根拠について 
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1. はじめに 

使用済燃料ピット（以下、SFPという。）の大規模漏えいにより水位が異常に低下した場合に

は、燃料の著しい損傷の進行を緩和し臨界を防止するため、SFPへの注水設備による注水を試

みたうえで、水位上昇が確認できない場合は可搬型スプレイ設備等によるSFPへの放水を実施

する。 

本資料ではSFP大規模漏えい時にSFPに流入しうる水（海水含む）の最大流量を検討するに当

たり必要となる、各注水・放水手順において使用する設備での流量およびその根拠（出典）に

ついて説明する。なおスプレイヘッダまたは放水砲によりSFPへ水を供給する行為を放水と呼

称する。 

 

2．SFP 注水手順にて使用する設備の流量設定の考え方および根拠 

SFPからの大量の水の漏えいが発生した際に実施する、SFPへの注水に係る手順の実施判断フ

ローを第1図に、各注水手順における水源、送水ポンプおよびポンプ台数を第1表に示す。 

各手順における放水によるSFPへの流入流量設定の考え方は以下の通り。（手順番号は第1

表の番号と整合） 

（１）恒設設備を使用する手順 

      a.実際の施設ラインで通水した実測値があるものについては実測値にポンプ台数を

乗じた値とする。また消火栓を使用する手順については、消火栓の数も乗じた値

とする。 

（対象手順：②-1、③） 

 

b. 実際の施設ラインで通水した実測値がないものについては、流量を過大に評価す

るため、定格流量に台数を乗じた値（配管の圧損は考慮しない）とした。 

 （対象手順：①、⑤） 

 

c.後段に容量の小さいポンプがあるものは、後段のポンプの定格流量に台数を乗じ

た値（配管の圧損は考慮しない）とした。 

      （対象手順：②-2） 

 

（２）可搬型設備を使用する手順 

      ポンプの揚程曲線から得られる最大値（ホースの圧損は考慮しない）とした。 

（対象手順：②-1、③） 
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第1図 SFP大規模漏えい発生時の手順判断フロー（SFPへの注水）



 

 

第1表 SFPへの注水手順における水源、送水ポンプ、台数および流量根拠 

 

手順番号 

(第 1 図の 

番号に同じ) 

水源 送水ポンプ 
ポンプ

台数 

送水ポンプ 

1 台当たりの流量 
流量根拠 

注

水 

手

順 

① 燃料取替用水タンク 燃料取替用水ポンプ 2 台 30m3/h 
定格流量 

（第 2 図参照） 

②－１ 

2 次系純水タンク 2 次系純水ポンプ 3 台※1 

5m3/h 
実測値 

（第 3-1 図参照） 

②－２ 
30m3/h 

(脱気塔経由) 

脱気水ポンプの定格流量 

（第 3-2 図参照） 

③ 1,2 号淡水タンク 
ディーゼル消火ポンプ 

または電動消火ポンプ 
各 1 台 22m3/h※2 

実測値 

（第 4 図参照） 

④ 2 次系純水タンク 消防ポンプ 1 台 96m3/h 
定格流量 

（第 5 図参照） 

⑤ 1 次系純水タンク 1 次系純水ポンプ 2 台 40m3/h 
定格流量 

（第 6 図参照） 

⑥ 海水 送水車 1 台※3 270m3/h 
揚程曲線 

（第 7 図参照） 

※1  脱気水ポンプは2台 

※2  使用する消火栓（屋内消火栓：2箇所、屋外消火栓：1箇所）のうち、流量が大きい屋外消火栓の値 

  ※3  注水時の必要台数を記載。配備台数は1プラント当たり2台 
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第 2 図 燃料取替用水ポンプ 流量出典 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 3-1 図 2 次系純水ポンプ 流量出典（水張ライン使用時の実測値） 

 

 

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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第 3－2 図 脱気水ポンプ 流量出典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第 4 図 消火栓を用いた注水 流量出典 

 

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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第 5 図 消防ポンプ 流量出典  

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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第 6 図 1 次系純水ポンプ 流量出典 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7 図 送水車 流量出典 

  

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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3．SFP 放水手順にて使用する設備の流量設定の考え方および根拠 

SFP からの大量の水の漏えいが発生した際に実施する、SFP への放水に係る手順の実施判断

フローを第 8 図に、各放水手順における水源、送水ポンプおよび放水設備を第 2 表に示す。 

各手順における放水によるSFPへの流量設定の考え方は以下の通り。（手順番号は第2表の

番号と整合） 

 

a.スプレイヘッダを用いて放水する手順 

化学消防自動車によるスプレイ手順は送水車が起動できない場合の手順であり、且つス

プレイヘッダの配備台数は各号炉に1台であることから、化学消防自動車と送水車によ

るスプレイを同時に実施することは想定しないこととし、最大流量はスプレイヘッダの

仕様上限値である   m3/hとした。 

（スプレイヘッダで放水する際は評価上  m3/h以上で実施することとしており、設備影

響が出うる仕様上限の   m3/hで放水することは考え難い。） 

（対象手順：手順①or②） 

 

   b.放水砲を用いて放水する手順 

大容量ポンプ（放水砲用）による放水は、大容量ポンプを2台直列に1ライン敷設し、2

台目の大容量ポンプ（放水砲用）の出口から分岐管により各号炉向けへ2ラインに分岐

させ放水砲を接続する。最大流量としては保守的に、配備されている型式の異なる3種

類の大容量ポンプ（放水砲用）のうち、最も容量が大きいポンプと2番目に容量が大き

いポンプを直列することを想定し、各号炉へは大容量ポンプ（放水砲用）による流量が

2等分された状態で放水されるとした。また、容量は各種類のポンプの揚程曲線上の最

大値を想定する。 

     具体的には、大容量ポンプ（放水砲）の各型式の最大流量は揚程曲線よりそれぞれ 

    m3/h（型式：HS900）、     m3/h（型式：HS900N）、     m3/h（型式：HS1200）で

あり、これらを直列に2台接続する場合の最大送水量は     m3/h（HS900およびHS1200を

用いる場合に送水量が最大となる。送水量は、ポンプを2台直列に接続する運用である

ことから容量の低い方のポンプと同値になる。）となることから、放水砲からの流量は 

    m3/hを2等分した     m3/hとなる。 

        （対象手順：手順③） 

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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第8図 SFP大規模漏えい発生時の手順実施判断フロー（SFPへの放水） 
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第2表 SFPへの放水手順における水源、送水ポンプ、放水設備および流量根拠 

 

手順番号 

(第 8 図の 

番号に同じ) 

水源 送水ポンプ 
ポンプ 

使用台数 
放水設備 流量根拠 

放水 

手順 

① 

海水 

送水車 1 台 

スプレイヘッダ 

スプレイヘッダ 

仕様上限 

（第 9 図参照） 
② 化学消防自動車 1 台 

③ 大容量ポンプ（放水砲用） 2 台 放水砲 

揚程曲線 

（第 10-1 図～ 

第 10-3 図参照） 
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第 9 図 スプレイヘッダ使用時の流量上限  

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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第 10-1 図 大容量ポンプ（放水砲用） 流量出典（HS900） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10-2 図 大容量ポンプ（放水砲用） 流量出典（HS900N）

枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
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第 10-3 図 大容量ポンプ（放水砲用） 流量出典（HS1200） 
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枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 


